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千葉県に分布しない生物

植物 動物

ブナ
ミズナラ
サワグルミ
サワシバ
・・・・

ツキノワグマ
ニホンカモシカ
ムササビ
タカチホヘビ
ギフチョウ
ガロアムシ
・・・・
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分布北限（太平洋岸）の生物

植物 動物

イチイガシ
ホルトノキ
バリバリノキ
バクチノキ
シャシャンボ
サツマイナモリ
・・・・

ヒメハルゼミ
ルーミスシジミ
クチキコオロギ
トゲナナフシ
オオズアカアリ
オオゲジ
・・・・
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遺存する山地帯の生物

植物 動物

ヒメコマツ
ヒカゲツツジ
イヌブナ
カツラ
アサダ
オオウラジロノキ
・・・・

オオトラカミキリ
ミヤマルリハナカミキリ
トゲフタオタマムシ
クチキクシヒゲムシ
ゴホンダイコクコガネ
ウラキンシジミ
・・・・
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県立博物館ネットワーク

房総の山のフィールド・ミュージアム

・房総の山の自然・文化を守り育む

・フィールドの自然・文化すべてを資料と考える

・地域の人々やＮＰＯと連携・協働する

・平成１５年４月に活動開始

５館、８施設＋１

房総の山のフィールド・ミュージアムの

おもな活動内容

1. 三島小教室博物館（資料収集）

2. 房総丘陵の自然誌・人類誌（調査研究）

3. 山みち展示、出張展示（展示）

4. 観察会「山の学校」（教育普及）

5. おばあちゃんの畑（総合的事業）



三島小教室博物館

毎週金曜日開館
11:00〜16:30
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三島小

2016年（平成28年） 三島小教室博物館



重点研究：房総丘陵における
清澄山系の昆虫相の特異性

• 2012〜2014年に集中的に昆虫相調査
• 現在、成果のとりまとめ中
• コウチュウ目：千葉県初記録が155種
• カメムシ目：「地域絶滅種」の再発見2種
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自然観察路「山みち展示」



出張展示（公民館）

出張展示（演習林）

山の学校（観察会）

• ４月〜９月の毎月第3土曜日

• 清和県民の森、三島小周辺で開催

• H28年9月で通算132回

• その他にもさまざまな観察会を実施

観察会「山の学校」



川の生きもの

夏の山の昆虫

泥だんごで学ぶ
地質学

小櫃川をのぼる

★地域に残る在来作物の種子を集め、農業が機械化される以前の方法で作物を
栽培・加工し、その農業技術や加工技術の継承・記録する試み

★2008年から開始

★種子も資料（遺産）であり、自家採種の技術や栽培技術、加工し食品にする技
術も無形の資料（遺産）であり、背後にある儀礼なども無形の資料（遺産）「取得・
保存・研究・交流・展示」するのが「おばあちゃんの畑」プロジェクト

バカイモと呼ばれるサトイモの種芋 味噌作り

ヤエナリ（緑豆） 八重に稔る

地元でシロッカボチャと呼ばれるニホ
ンカボチャ

ゴマの収穫作業 茎ごと乾燥させる



★マナ（真菜）・オカンナ

正月に食べる雑煮の材料として使われ、大切
な菜っ葉として意識されている。

11月3日頃に種子をまき、正月に長さ5センチ
ほどに生長したものを使う。

★コムギ
お盆の迎え火、送り火にコムギの藁
を使う

コムギ藁は燃やすとパチパチと音を
たてるが、稲藁は音がしないので物
足りないという

★ヒユ（莧 ヒョウ）

祖霊に供える食物

畑に落ちたタネが翌年芽を出
す半栽培とでもいうべき事例

★マナ、コムギ、ヒユの3つの作物はいずれも、地域の
年中行事と結びついて保存（伝承）されてきたものであ
る。作物の多様性の保全と行事の伝承とは強い結びつき
がある

公民館の親子教室で稲刈り

都会の若者とおばあちゃん
サルトリイバラを使った
まんじゅう

在来のコムギでピザを作る。
公民館の親子教室にて

★博物館の活動から生まれた、地元
素材に徹底的にこだわったお菓子

ブランクッキーと季節のカップケー
キ



おわり
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